
教育庁学校教育部高校教育課（内線5256）

併設型中高一貫教育校等における校長選考試験の実施について

１ 目的

・ 本県においては，平成30年11月に策定された「茨城県総合計画～『新しい茨城』への挑戦」

に基づき，時代の変化に対応し，自ら考え，自ら行動し，解決できるような「人財」の育成に

向けて，様々な施策を展開

・ 県立高等学校改革プランでは，新たな価値を創造する「起業家精神」を育成するため，県内

各地に中高一貫教育校を設置し，探究活動，国際教育，科学教育等に重点を置いた教育を６年

間で計画的・継続的に展開

・ 中高一貫教育校の校長を公募により選考することにより，これまでのキャリアで培われたマ

ネジメントのノウハウを十分に発揮し，過去の事例にとらわれない新たな発想に基づく，新し

い時代の学校のマネジメントと人財の育成に期待

２ 内容

項目 内容

① 求める人物像 ・ 優れたリーダーシップと組織マネジメント能力を有する者

・ 過去の事例にとらわれない柔軟な発想力と企画力を有する者

・ 社会の変化への対応力と先見性を有する者

・ 地域の教育資源を取り込んだネットワークづくりの推進力を有する者

・ 学校現場の課題を解決できる実行力を有する者

※選考の結果，３名より少ない場合あり② 募集人数等 ・ ３名

・ 配置校：令和３年度開校の併設型中高一貫教育校，中等教育学校 ３校

（水戸第一，土浦第一，勝田中等教育）

※ 配置校は，選考結果を踏まえ決定

③ 応募資格 （令和３年４月１日現在）・ 年齢：45歳以上58歳以下

（昭和37年４月２日から昭和51年４月１日までに生まれた者）

・ 管理職等の経験を有する者

（茨城県公立学校教職員又は茨城県職員）

管理職の経験を有する者

（茨城県公立学校教職員及び茨城県職員以外）

民間企業等で管理職の経験又はそれと同等の経験を有する者

・ 公募④ 選考方法

・ 第１次選考：書類選考 （経歴，自己アピール等），

・ 第２次選考：個人面接①

・ 第３次選考：個人面接②

（茨城県公立学校教職員又は茨城県職員）⑤ 任用形態

）・ 本県職員としての身分を継続（原則として，定年退職まで校長で勤務

（茨城県公立学校教職員又は茨城県職員以外）

・ 特定任期付職員（４年間）として採用

１年目は副校長，２年目から４年目に校長登用（勤務状況等確認）



項目 内容

（茨城県公立学校教職員又は茨城県職員）⑥ 給与等

・ 職員の給与に関する条例適用

（ ， ， ）教育職給料表(二)適用 校長４級・副校長３級格付 号給は個人毎計算

（茨城県公立学校教職員又は茨城県職員以外）

・ 一般職の任期付職員の採用等に関する条例適用

（特定任期付職員給料表適用，５号給支給）

⑦ 欠格事項 ・地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条

・学校教育法（昭和22年法律第26条）第９条

３ スケジュール（予定）

① 実施要項の配布 令和２年10月13日(火) 配布先等
県教委ホームページ，高校教育課 等

② 募集期間 応募書類令和２年11月９日(月)
（19日間） 受験申込書，自己アピール書の２種類～11月27日(金)

③ 面接試験 令和２年12月下旬 １回目面接試験(２次選考)
令和３年１月下旬 ２回目面接試験(３次選考：最終)

④ 合格発表 令和３年２月中旬
（校長候補者名簿登載）

【参 考】

令和元年度実施校長公募選考試験結果

１ 応募状況【募集人数：５名】

区 分 民間人等 公立学校教員 計

応募者数 36名 27名 63名

２ 選考結果

（１）最終合格者数 ３名 （民間人等２名，公立学校教員１名）

（２）選考の経過

区 分 選考方法 合格者数

第１次選考 書類選考 57名

第２次選考 個人面接 11名

第３次選考 個人面接 ３名

３ 配置状況

（１）民間人等 （副校長）太田第一高等学校・附属中，竜ヶ崎第一高等学校・附属中

（２）公立学校教員 （校 長）鉾田第一高等学校・附属中


